


































 

 

4 投資・財政計画（収支計画） 

4.1 投資・財政計画（収支計画） 

投資・財政計画（収支計画）計算書は、後記「投資・財政計画（収支計画）」を参照。 

① 収支計画のうち投資についての説明 

目標 
安全「信頼される水道」、強靭「災害に強い水道」の構築 

計画的な更新による耐震化、予防保全の実施、事後保全体制の強化 

1）投資計画 

本町水道事業基本計画において、水道事業の理想像実現に向けた事業計画（令和 4 年度～令和

23 年度）を策定しました。事業計画は、アセットマネジメントによる施設の更新需要を反映して

います。令和 6年度以降の計画は以下のとおりです。 

（1）重要給水管耐震化事業 

重要給水管路は、震災時に特に給水が必要な避難所に水を供給する重要な管路です。 

耐震化が行われていない管路を順次更新し、耐震化を図ります。 

 計 画 期 間：令和 6 年度（2024 年度）～令和 15 年度（2033 年度） 

概算事業費：1,000 百万円 

事 業 概 要：DIP-GXφ250、HPPEφ150・φ100 施工延長 L=5,303ｍ 

 

（2）吹塚浄水場施設・設備更新事業 

予防保全の考え方に基づき、老朽化した施設や設備を計画的に更新します。 

計 画 期 間：令和 6 年度（2024 年度）～令和 23 年度（2041 年度） 

概算事業費：1,621.8 百万円 

事 業 概 要：機械・電気設備の更新、発電機棟の新設、発電機更新、塩素接触池更新、 

PC 配水池改修、井戸の更新、排水池設置（配水ポンプ井の改良） 

 

（3）平沼浄水場施設・設備更新事業 

予防保全の考え方に基づき、老朽化した施設や設備を計画的に更新します。 

計 画 期 間：令和 6 年度（2024 年度）～令和 23 年度（2041 年度） 

概算事業費：676.28 百万円 

事 業 概 要：機械・電気設備の更新、発電機更新、RC配水池撤去 
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（4）老朽管更新事業（導水管） 

基幹管路である導水管の耐震化を計画的に推進します。 

計 画 期 間：令和 18年度（2036 年度）～令和 19年度（2037 年度） 

概算事業費：67.9 百万円 

事 業 概 要：DIP-GXφ200 施工延長 L=892ｍ 

 

（5）老朽管更新事業（配水管） 

口径φ100mm 以上の経年化した配水管を計画的に更新します。 

計 画 期 間：令和 9 年度（2027 年度）～令和 25 年度（2043 年度）、以降も継続 

概算事業費：1,127.38 百万円 

事 業 概 要：HPPEφ150・φ100 施工延長 L=11,446ｍ 

 

（6）その他（管路事後保全対策費） 

配水管は順次更新を行う予定ですが、更新には時間を要することから、安心して水道をご利

用いただくため、漏水事故等が発生した場合に備え、事後保全を確実に行うための工事費を確

保します。 

計 画 期 間：令和 6 年度（2024 年度）～令和 25 年度（2043 年度）、以降も継続 

確保する工事費：15 百万円/年 

 

 

表 4.1 事業実施計画の期間 

 

記：■は調査のみを行う年度を示します。 
 

  

'24 '25 '26 '27 '28 '29 '30 '31 '32 '33 '34 '35 '36 '37 '38 '39 '40 '41 '42 '43

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25

2043年以降も継続

　　　　　　　　年度

　事業別

①重要給水管耐震化事業

②吹塚浄水場

　施設・設備更新事業

④老朽管更新事業

　（導水管）

⑤老朽管更新事業

　（配水管）

③平沼浄水場

　施設・設備更新事業
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年度ごとの事業費の予定総額は以下のとおりです。 

 

 

（単位：百万円） 

年度 

項目 

2024 

R6 

2025 

R7 

2026 

R8 

2027 

R9 

2028 

R10 

2029 

R11 

2030 

R12 

2031 

R13 

2032 

R14 

2033 

R15 

事業費 272.16 265.73 262.14 243.72 264.92 243.37 324.00 269.71 259.35 257.24

年度 

項目 

2034 

R16 

2035 

R17 

2036 

R18 

2037 

R19 

2038 

R20 

2039 

R21 

2040 

R22 

2041 

R23 

2042 

R24 

2043 

R25 

事業費 210.16 212.66 218.07 212.83 118.75 168.86 183.86 204.34 300.75 300.75

 

図 4.1 事業費の予定総額 
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2）投資目標 

水道事業における業務指標（PI）を活用し、前項の投資計画に示した事業を実施した場合の業

務指標を算定することで、令和 15年度に向けた定量的な目標値を設定しました。 

 

重要給水管路の耐震適合率（％）＝（耐震適合管延長 /管路延長）×100 

本町水道事業における重要給水管路とは、避難所等への給水を確保する配水管を指します。 

令和 15 年度（2033 年度）までに耐震適合率 100％を目指します。 

 

法定耐用年数超過管路率（％）＝（法定耐用年数を超えた管路延長 / 管路延長）×100 

法定耐用年数超過管路率は、管路の法定耐用年数 40 年を経過した管路の割合がどれだけあるか

を示すもので、水道事業体において、安定給水に向けどのくらい計画的に管路の更新を実施して

いるかを表します。 

法定耐用年数は、地方公営企業法で定められている減価償却費における計算の基礎となる年数

であり、実際の供用期間とは異なりますが、安定性・安全性を示す指標の一つとされています。 

管路の更新を実施しない場合、法定耐用年数超過管路率は令和15年度（2033年度）時点で41.8％

まで増加しますが、計画的な管路更新を行うことで 38.6％を目指します。 

 

有効率（％）＝（有効水量 / 一日平均配水量）×100 

有効率は、水道施設を通して配水された水がどのくらい有効に使用されているかを表す指標で

す。有効水量は配水量から無効水量を除いた水量であり、無効水量とは漏水などにより無効となっ

た水量をいいます。有効率が高いということは、管路の効率性・信頼性が高いことを示します。 

管路の老朽化が進行すると漏水事故の確率が高くなり、有効率は低下する傾向にありますが、

定期的かつ継続的に管路の更新を行うことで現状の高い有効率を維持し、令和 15 年度（2033 年

度）においても有効率 95.0％の維持を目指します。 

表 4.2 業務指標の目標値（安全・強靭） 

業務指標 
令和 4 年度実績 
（2022 年度） 

令和 15 年度 
（2033 年度） 

重要給水管路の耐震適合率 65.4％ 100.0％ 

法定耐用年数超過管路率 

（更新しない場合） 
25.5％  

38.6％ 

（41.8％） 

有効率 97.5％ 95.0％ 

 

目標 1 重要給水管路の耐震適合率：100.0％ 

目標 2 法定耐用年数超過管路率： 38.6％ 

目標 3 有効率： 95.0％ 

※重要給水管路の耐震適合率は、耐震適合管にHPPE と VP-RR ロングを含んでいます。 
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② 投資計画のうち財源についての説明 

目標 
持続「いつまでもありつづける水道」の構築 

水道施設健全化に向けた投資財源の確保と料金水準の見直し 

 

1）財源 

水道施設整備費国庫補助金の活用、企業債による借入を検討するとともに、本町水道事業の収

益性を改善し、投資に必要な自己資金の確保に努めます。 

 

2）収支目標 

投資財源を確保するためには、健全な経営を実現し維持する必要があります。水道事業におけ

る業務指標（PI）を活用し、料金回収率、経常収支比率の改善を目標としました。 

 

給水にかかる費用を賄える適切な料金水準に見直すことで、令和 15 年度（2033 年度）までに料

金回収率 100％以上を目指します。 

料金回収率（％）＝（供給単価 / 給水原価）×100 

供給単価（円/㎥）＝給水収益 / 年間総有収水量 

給水原価（円/㎥）＝｛経常費用 -（受託工事費 ＋ 材料及び不用品売却原価 ＋ 附帯事

業費）- 長期前受金戻入｝/ 年間総有収水量 

 

適切な料金水準を維持し、費用を見直すことで、令和 15 年度（2033 年度）までに経常収支比率

100％以上を目指します。 

経常収支比率（％）＝｛（営業収益 ＋ 営業外収益）/（営業費用 ＋ 営業外費用）｝×100 

 

表 4.3 業務指標の目標値（持続） 

業務指標 
令和 4 年度実績 
（2022 年度） 

令和 15 年度 
（2033 年度） 

料金回収率 

（現行の料金水準の場合） 
95.5％  

100％以上 

（69.4％） 

経常収支比率 

（現行の料金水準の場合） 

98.9％ 

 

100％以上 

（74.1％） 

 

  

目標 4 料金回収率： 100％以上 

目標 5 経常収支比率： 100％以上 
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3）収支の見通し 

投資財源としての自己資金を確保し、収支目標を達成するためには、収益的収支と資本的収支

の健全性を維持することが必要です。今後の収支の見通しは以下のとおりです。 

 

(1)現状の料金水準で事業運営を行った場合の収支の見通し 

 

収益的収入は、料金収入の減少に伴い減少

します。 

収益的支出は、物価上昇など社会環境の変

化により営業費用が増加し、企業債新規借入

に伴う支払利息の増加により営業外支出も増

加します。 

結果、支出が収入を上回り、損益の赤字額が

増加することが予測されます。 

 

 

 

事業の財源は、国庫補助金、企業債、自己資

金を予定しています。国庫補助金は、重要給水

管耐震化事業費の 25％、企業債は事業費の

40％から 90％を見込み、残額を自己資金とし

ました。 

しかし、企業債の償還額が増加することか

ら、令和 17年度（2035 年度）以降は自己資金

が枯渇し、事業の継続が困難となります。 

 

 

  

企業債は、元利均等返済、借入期間 30 年（う

ち据置期間 5 年）利率 2.0％で試算しました。 

企業債償還額は令和 25年度（2043 年度）に

約 99百万円になります。 

 

  

収益的収支 

資本的収支 

企業債発行額と償還金 

-250

-200

-150

-100

-50

0

50

0

100

200

300

400

500

600

2
01

8年

2
02

0年

2
02

2年

2
02

4年

2
02

6年

2
02

8年

2
03

0年

2
03

2年

2
03

4年

2
03

6年

2
03

8年

2
04

0年

2
04

2年

損
益

百
万
円

収
入
・
支
出

百
万
円

収入 支出 損益

-1,500

-1,000

-500

0

500

1,000

0

100

200

300

400

500

2
01

8年
2
02

0年
2
02

2年
2
02

4年
2
02

6年
2
02

8年
2
03

0年
2
03

2年
2
03

4年
2
03

6年
2
03

8年
2
04

0年
2
04

2年

資
金
残
高

百
万
円

収
入
・
支
出

百
万
円

収入 支出 資金残高

0

50

100

150

200

250

2
01

8年
2
02

0年
2
02

2年
2
02

4年
2
02

6年
2
02

8年
2
03

0年
2
03

2年
2
03

4年
2
03

6年
2
03

8年
2
04

0年
2
04

2年

(百万円) 企業債発行額 企業債償還金

22



 

 

 

本町水道事業の料金回収率は 100％を下回っています。これは、給水原価が供給単価を上回り、

給水にかかる費用が料金収入以外の収入で賄われていることを示しています。 

本町水道事業の給水原価は、給水人口区分の規模別類似団体平均値と比較して安価ですが、物

価上昇など社会環境の変化により、今後は上昇することが見込まれています。 

これにより、料金回収率は更に低下し、令和 15 年度（2033 年度）目標である 100.0％を達成す

ることは困難となる見通しです。 

本町水道事業の供給単価は平均値を下回っており安価ですが、給水原価に見合う適切な料金水

準に見直す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2 給水原価の比較    図 4.3 供給単価の比較 

※平均値：現状分析診断システム2023（公財 水道技術研究センター）において抽出した給水人口15,000 人以上 30,000 人未満、

262 事業体における平均値を指します。 

※2021,2022 年度の平均値はまだ公表されていません。 

 

図 4.4 給水原価の見通し 

 

収益的収支の悪化に伴い、経常収支比率はさ

らに低下し、100％を下回ることが見込まれま

す。結果、令和15年度（2033年度）目標の100.0％

を達成することは困難となります。 

経常収支を改善するには、企業債の借入額を

抑制し、支払利息を削減する必要があります。

そのためには、自己資金の確保が不可欠です。 
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（2）水道料金収入により必要な財源を確保する場合の収支の見通し 

次世代に向けた水道を構築するためには、老朽化した水道施設を計画的に更新すること、そ

れを実現するための財源確保が不可欠です。 

必要な更新事業に投資を行うための財源を確保するため、今後 30 年間の収支見通しを作成

し、10年毎に期間目標を定めました。設定した期間目標と検討結果による料金水準は以下のと

おりです。 

 

期間目標：経営の健全化（料金回収率 100％以上、経常収支比率 100％以上） 

料金水準：料金改定率の設定値 20％ ～ 40％（基準：令和 5年度） 

料金改定を行うことで水道を提供するために必要な資金を確保し、経営の健全化に努めま

す。 

 

期間目標：令和 24年度（2042 年度）以降増加する老朽化管路更新に向けた資金確保 

料金水準：料金改定率の設定値 13％ ～ 25％（基準：令和 15 年度） 

令和 24 年度（2042 年度）以降、管路の更新需要が増加します。計画的に更新を行うため、

必要な資金を資産維持費として毎年 24,000 千円を積み立てます。 

※資産維持費とは、給水サービス水準の維持・向上及び施設の維持のために、将来の投資を想定し、水道事業内で積み立

てるべき費用をいいます。 

 

期間目標：計画的な管路の更新  

料金水準：料金改定率の設定値 7％（基準：令和 25 年度） 

計画的に管路の更新事業を行います。財源は、企業債を活用し、不足する分を資産維持費

として積み立てた自己資金で賄います。 

 

 

 

図 4.5 期間目標と料金水準 

'24 '25 '26 '27 '28 '29 '30 '31 '32 '33 '34 '35 '36 '37 '38 '39 '40 '41 '42 '43 '44 '45 '46 '47 '48 '49 '50 '51 '52 '53

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35

 期間目標

 料金水準（料金改定率）

資金確保 計画的な管路の更新

20% ～ 40%（基準：R5） 13% ～ 25%（基準：R15） 7%（基準：R25）

経営の健全化

Ⅰ 収支向上期：令和 6年度（2024 年度）～ 令和 15 年度（2033 年度） 

Ⅱ 資金積立期：令和 16年度（2034 年度）～令和 25 年度（2043 年度） 

Ⅲ 更新強化期：令和 26年度（2044 年度）～令和 35 年度（2053 年度） 
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損益が赤字となる年度の翌年に料

金改定を行うことで、増加する費用に

見合う収入を確保することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

事業の財源は、国庫補助金、企業債、

自己資金を予定しています。国庫補助

金は、重要給水管耐震化事業費の 25％、

企業債は事業費の 20％から 50％を見

込み、残額を自己資金としました。 

収益的収支の改善により、事業の財

源である自己資金の積み立てが可能に

なります。 

 

 

 

 

 

今後 20 年間は事業規模が大きいた

め、事業の財源のうち企業債の比率が

高くなる見通しです。 

管路の更新需要が増加する令和 24

年度（2042 年度）以降は、企業債の比

率を抑制し、資産維持費として積み立

てた自己資金を活用する予定です。 

企業債の比率を抑制することによ

り、次世代への負担を軽減することが

できます。 

収益的収支 

資本的収支 

建設改良費と企業債比率 
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企業債は、元利均等返済、借入期間 30

年（うち据置期間 5 年）、利率 2.0％で

試算しました。 

企業債償還額は令和 25年度（2043 年

度）には 65 百万円、令和 35 年度（2053

年度）には82百万円になる見通しです。 

企業債残高は、20 年後をピークに減

少する見通しです。これにより新たな

事業投資を行うことが可能になりま

す。 

 

 

 

料金改定を行うことで水道を提供す

るために必要な費用を料金収入で賄う

ことができ、料金回収率は概ね 100％以

上を維持することが可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率は、収益的収支の改

善に伴い、概ね 100％以上を維持す

ることができます。 

結果、健全な経営を行うことがで

き、水道事業ビジョンの理想像「次

世代に向けた水環境の構築」に向け

た設定目標「いつまでもありつづけ

る水道」の実現が可能になります。 

 

企業債発行額と企業債残高 
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③ 収支計画のうち投資以外の経費についての説明 

目標 
持続「いつまでもありつづける水道」の構築 

社会情勢の変化に合わせた適切な経費の計上 

 

1）経常経費 

（1）職員給与費 

職員給与費は、現在の職員の役職等を考慮し、令和 2 年度（2020 年度）を基準としました。

また、職員数の増減予定がないことから、令和 2年度（2020 年度）実績額一定としました。 

職員給与費：令和 2年度実績額一定 

 

（2）動力費 

動力費は、年間配水量に対して配水量 1 ㎥当りの実績単価（動力費単価）を乗じて算出しま

した。動力費単価は、電気料金値上げの影響を考慮し、毎年 2.0％上昇すると仮定しました。 

動力費：年間配水量（㎥）× 動力費単価（毎年 2.0％上昇） 

 

（3）薬品費 

薬品費は、年間取水量に対して取水量１㎥当りの実績単価（薬品費単価）を乗じて算出しま

した。薬品費単価は、物価上昇の影響を考慮し、毎年 2.0％上昇すると仮定しました。 

薬品費：年間取水量（㎥）× 薬品費単価（毎年 2.0％上昇） 

 

（4）修繕費 

各施設の更新周期として、法定耐用年数 1.5～2.0 倍の期間を設定したため、今後、修繕費の

増加が見込まれます。修繕費は、直近 5年間の実績平均額（平成 30 年度～令和 4年度）に管路

修繕費の増加見込額を加算しました。管路修繕費の増加見込額は、管路の推定事故発生件数に

修繕 1件当りの概算費用を乗じて算出しました。 

推定事故発生件数は、管種ごとの埋設年数、事故率の関係を表す「標準事故率曲線」と補正

係数を組み合わせた「管材料の仕様と経過年数及び使用条件から事故率を推定する事故率推定

式」を活用して算出しました。 

修繕費：直近 5年間（平成 30年度～令和 4年度）実績平均額 

＋ 推定事故発生件数 × 修繕 1件当りの概算費用 

 

（5）材料費 

材料費は、直近 5 年間の実績平均額（平成 30 年度～令和 4 年度）で一定としました。 

材料費：直近 5年間（平成 30年度～令和 4年度）実績平均額一定 
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（6）受水費 

本町水道事業は、埼玉県水道用水供給事業（以下,「県水」とします。）と吉見町水道事業よ

り受水しています。受水費は、各事業からの受水単価の実績に計画受水量を乗じて算出しまし

た。なお、県水は単価改定を検討していることから、各事業の受水単価は令和 7年度（2025 年

度）、令和 11 年度（2029 年度）、令和 19年度（2037 年度）に 10％値上げをするものと仮定しま

した。 

受水費：各事業の実績受水単価（円/㎥）× 計画受水量（㎥） 

（受水単価は、令和 7 年度、11 年度、19 年度に 10％値上げを仮定して算出） 

 

（7）委託料 

委託料は、直近 5 年間の実績平均額（平成 30 年度～令和 4 年度）で一定としました。 

委託料：直近 5年間（平成 30年度～令和 4年度）実績平均額一定 

 

 

2）支払利息 

（1）既往債 

既往債の支払利息については、償還予定表に基づき、各年度の予定額を計上しました。 

 

（2）新規企業債 

新規企業債の支払利息は、元利均等返済、借入期間 30 年（うち据置期間 5 年を含む）、利率

2.0％で試算した予定額を計上しました。 
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4.2 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

① 投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等 

広域化 

本町は、埼玉県が策定した「埼玉県水道整備基本構想（平成 23 年

3 月）」において、埼央広域水道圏 3 ブロック（川島町、坂戸・

鶴ヶ島、川越市、越生町、毛呂山町）に属しています。本ブロッ

クは、令和 12 年度（2030 年度）の目標年度までに営業業務、管

理業務の一体化や危機管理の共同化を実現し、令和 13 年（2031

年）以降の経営統合を目標としています。このため、広域化に向

けた取り組みを継続的に検討します。 

民間の資金・ノウハウ等の活用 

(PPP/PFI 等の導入等) 

近隣団体や同規模団体等の動向を注視し、引き続き調査・検討を

行います。 

アセットマネジメントの充実 

(施設・設備の長寿命化等によ

る投資の平準化) 

アセットマネジメントの知見に基づき、投資の強化や平準化につ

いて継続的に検討します。 

施設・設備の廃止・統廃合 

(ダウンサイジング) 

水需要の動向を踏まえながら、中長期的な視点で統廃合を継続的

に検討します。 

施設・設備の合理化 

(スペックダウン) 

水需要の動向を踏まえながら、施設規模や管路の口径・配置の合

理化について継続的に検討します。 

 

② 財源についての検討状況等 

料金 
コスト削減を実施していくことを前提として、料金改定の必要性

を継続的に検討します。 

企業債 
企業債の発行が見込まれるため、発行する企業債について残高や

利息水準が適正になるように継続的に検討します。 

繰入金 基準内繰入の適用拡大について継続的に検討します。 

資産の有効活用等による収入

増加の取組 
遊休資産が発生した場合は売却についても検討します。 
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5 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

 

本経営戦略は、ＰＤＣＡサイクル「計画の策定（Plan）→実施（Do）→点検・評価（Check）→

見直し・改善（Action）」に基づき進捗管理を行います。 

経営状況、事業の進捗状況、施設の運用条件の変更など、お客様ニーズや環境に変化が生じた

場合、必要に応じて 3 年から 5年に一度のサイクルで見直しを行っていきます。 
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4
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,0

32
11

,8
96

11
,6

93
11
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0
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0
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0

0
0

0
0

(M
)

35
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4
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6
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0
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6

44
2,

46
9
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4,

93
3
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0

0
0

0
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0
0
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0
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0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
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0
0

0
0

0
0
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0
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0
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3
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4,
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0
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0
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0
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0
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0
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受
託

⼯
事

収
益

⻑
期

前
受

⾦
戻

⼊
そ

の
他

営
業

外
収

益
加

⼊
⾦

受
取

利
息

及
び

配
当

⾦
、

雑
収

益

そ
の

他
補

助
⾦

そ
の

他
営

業
外

収
益

補
助

⾦
他

会
計

補
助

⾦

収
⼊

計

⽀
払

利
息

そ
の

他
経

費
動

⼒
費

収 益 的 収 ⽀

薬
品

費
修

繕
費

材
料

費
受

⽔
費

委
託

料

収 益 的 収 ⼊

営
業

収
益

料
⾦

収
⼊

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

そ
の

他
営

業
費

⽤
減

価
償

却
費

営
業

外
費

⽤

そ
の

他
営

業
外

費
⽤

⽀
出

計
経

常
損

益
(C

)-
(D

)
特

別
利

益
特

別
損

失

収 益 的 ⽀ 出

営
業

費
⽤

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費

当
年

度
純

利
益

（
⼜

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)
繰

越
利

益
剰

余
⾦

⼜
は

累
積

⽋
損

⾦
流

動
資

産

0

う
ち

未
収

⾦
流

動
負

債
う

ち
建

設
改

良
費

分
う

ち
⼀

時
借

⼊
⾦

う
ち

未
払

⾦

累
積

⽋
損

⾦
⽐

率
（

×
10

0
）

0

健
全

化
法

第
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条
に

よ
り

算
定

し
た

資
⾦

不
⾜

⽐
率

(（
N）

/（
P）

×
10

0)

0
0

0

地
⽅

財
政

法
施

⾏
令

第
15

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

⾦
の

不
⾜

額

営
業

収
益

－
受

託
⼯

事
収

益
(A

)-
(B

)

0
0

0
0

0
0

地
⽅

財
政

法
に

よ
る

資
⾦

不
⾜

の
⽐

率
(（

L）
/（

M
）

×
10

0)

健
全

化
法

施
⾏

令
第

16
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

⾦
の

不
⾜

額
健

全
化

法
施

⾏
規

則
第

６
条

に
規

定
す

る
解

消
可

能
資

⾦
不

⾜
額

健
全

化
法

施
⾏

令
第

17
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模
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式

第
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（法
適

用
企

業
・
資

本
的

収
支

）
投

資
・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

（
税

込
）

（
単

位
︓

千
円

）
年

 
 

 
 

 
度

R4
年

度
R5

年
度

R6
年

度
R7

年
度

R8
年

度
R9

年
度

R1
0年

度
R1

1年
度

R1
2年

度
R1

3年
度

R1
4年

度
R1

5年
度

区
 

 
 

 
 

分
（

決
算

）
（

決
算

⾒
込

）
計

画
計

画
計

画
計

画
計

画
計

画
計

画
計

画
計

画
計

画

１
．

49
,2

00
19

,6
00

66
,2

00
55

,3
00

78
,3

00
72

,0
00

77
,7

00
12

0,
50

0
13

4,
60

0
10

8,
10

0
10

8,
70

0
81

,1
00

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

２
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

３
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

４
．

80
5

1,
63

7
1,

63
7

1,
63

7
1,

63
7

1,
63

7
1,

63
7

1,
63

7
1,

63
7

1,
63

7
1,

63
7

1,
63

7
５

．
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
６

．
22

,7
50

39
,4

55
38

,2
00

60
,1

00
27

,8
00

19
,2

00
17

,5
00

17
,5

00
15

,0
00

22
,5

00
22

,5
00

25
,0

00
７

．
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
８

．
13

,1
11

11
,0

42
11

,0
42

11
,0

42
11

,0
42

11
,0

42
11

,0
42

11
,0

42
11

,0
42

11
,0

42
11

,0
42

11
,0

42
９

．
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
(A

)
85

,8
66

71
,7

34
11

7,
07

9
12

8,
07

9
11

8,
77

9
10

3,
87

9
10

7,
87

9
15

0,
67

9
16

2,
27

9
14

3,
27

9
14

3,
87

9
11

8,
77

9

(B
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(C
)

85
,8

66
71

,7
34

11
7,

07
9

12
8,

07
9

11
8,

77
9

10
3,

87
9

10
7,

87
9

15
0,

67
9

16
2,

27
9

14
3,

27
9

14
3,

87
9

11
8,

77
9

１
．

16
9,

59
1

12
7,

48
9

28
1,

86
9

27
5,

43
9

27
1,

84
9

25
3,

42
9

27
4,

62
6

25
3,

07
9

33
3,

70
9

27
9,

41
9

26
9,

05
9

26
6,

94
7

15
,2

06
9,

70
9

9,
70

9
9,

70
9

9,
70

9
9,

70
9

9,
70

9
9,

70
9

9,
70

9
9,

70
9

9,
70

9
9,

70
9

２
．

54
,1

32
53

,6
55

52
,9

46
54

,3
30

58
,4

19
59

,0
81

58
,0

13
58

,6
62

58
,4

64
58

,9
86

60
,6

54
61

,9
38

３
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

４
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

５
．

10
,4

70
11

,5
79

11
,5

79
11

,5
79

11
,5

79
11

,5
79

11
,5

79
11

,5
79

11
,5

79
11

,5
79

11
,5

79
11

,5
79

(D
)

23
4,
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3
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2,

72
3

34
6,

39
4

34
1,

34
8
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84
7
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4,
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9

34
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8
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0
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34
9,
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4

34
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2
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0,
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4

(E
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8
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9

22
9,
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5
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3,
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9
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3,
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8
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0,
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0

23
6,

33
9

17
2,

64
1

24
1,

47
3

20
6,
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5

19
7,

41
3

22
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68
5
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．
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6
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1
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4,
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3

18
9,
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1
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62
6
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3
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5
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0,
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6
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8
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57
5

17
4,

22
5

19
8,

68
9

２
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

３
．

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

４
．

10
,7

02
10

,3
18

24
,3

52
23

,7
68

23
,4

42
21

,7
67

23
,6

94
21

,7
35

29
,0

65
24

,1
30

23
,1

88
22

,9
96

(F
)

14
8,

32
8

12
0,

98
9

22
9,

31
5

21
3,

26
9

22
3,

06
8

22
0,

21
0

23
6,

33
9

17
2,

64
1

24
1,

47
3

20
6,

70
5

19
7,

41
3

22
1,

68
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(G
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1,
07

3,
82

5
1,

03
9,

77
0

1,
05

3,
02

4
1,

05
3,

99
4

1,
07

3,
87

5
1,
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63

7
1,

63
7

1,
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8
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9
2,

97
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資 本 的 収 ⼊

企
業

債
う

ち
資

本
費

平
準

化
債

他
会

計
出

資
⾦

他
会

計
補

助
⾦

他
会

計
負

担
⾦

他
会

計
借

⼊
⾦

国
（

都
道

府
県

）
補

助
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固
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資
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売
却

代
⾦

⼯
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負
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⾦
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の
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計
(A
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ち
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年
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繰

り
越

さ
れ

る
⽀

出
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財
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計
(A
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(B
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資 本 的 ⽀ 出

建
設

改
良

費
う

ち
職

員
給

与
費

企
業

債
償

還
⾦

他
会

計
⻑

期
借

⼊
返

還
⾦

他
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計
へ

の
⽀

出
⾦

そ
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他
計

う
ち

基
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内
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⼊
⾦

資
本

的
収

⼊
額

が
資

本
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⽀
出

額
に

不
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す
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額
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D
)-

(C
)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
⾦

利
益

剰
余

⾦
処

分
額

繰
越

⼯
事

資
⾦

そ
の

他
計

補
塡

財
源

不
⾜

額
(E

)-
(F

)
他

会
計

借
⼊

⾦
残

⾼
企

業
債

残
⾼

収
益

的
収

⽀
分

う
ち

基
準

外
繰

⼊
⾦

資
本

的
収

⽀
分

う
ち

基
準

内
繰

⼊
⾦

う
ち

基
準

外
繰

⼊
⾦

合
計
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